
住宅で使用するエネルギーの中で最も消費するの

はなんだか分かりますか。ある調査によると下図の

ように冷暖房だと思っている人がほとんどなので

す。そのため、エアコンを新しい機種に入れ替えれ

ば電気代が節約でき数年で償却できるという宣伝か

ら買い換えた方も少なくないと思います。確かに最

近の機種は冷暖房効率が良く省エネになっていま

す。そのためエアコンが最も住宅の中でエネルギー

を消費すると思ってしまうのでしょう。

しかし、実は下図のように北陸から北海道にかけて

は3～5割が暖房に係るエネルギーが多いですが、

関東以南では2割以下で、冷房にいたっては4％以

下となっています

この理由はよく考えれば誰でもわかります。

冬の外気温と室内温度の温度差は、関東でも15

～20度はあります。外気温が10～15度だと暖房

をつけることもあります。そのため、暖房器具の使

用期間・使用時間が長いのです。

一方、夏の温度差は５～10度で冷房が必要なの

は3ヶ月程度で、朝夕は冷房を止めることも少なく

ありません。そのため冷房器具の使用期間や使用時

間が短いのです。

これらに比較して、給湯は冬だけでなく夏でも水

を温めて風呂やシャワーを使います。一年中エネル

ギーを使い続けているのです。照明や冷蔵庫など

の家電も同様に長時間使用する電気製品は要注意

です。

特に空気や水を温めるのに電熱ヒーターを使用

するものはＮＧです。エアコンから出る暖かい空

気はヒーターで暖められたものでなく、ヒートポ

ンプ方式といって、外気温が零度であってもそれ

より低い温度から見れば熱があるのです。その熱

を取り込んでまとめれば温風になるのです。それ

に比べて電熱ヒーターは電気のエネルギーでヒー

ターを加熱するため大きなエネルギーを必要とす

るのです。

部分暖房のほうがエネルギーを消費しないと思

い込み電気コタツを中心に暖をとろうと思われる

方も少ないと思いますが、電気コタツを使用した

場合とエアコンを使用した場合の電気メーターの

回り具合を調べればよく分かります（注：部屋の

大きさや設定温度、部屋の断熱性により電気コタ

ツがＮＧといえないケースもあります）。

給湯の使用量が多いのは風呂が一番ですが湯船

を一杯にしてシャワーも浴びれば、ガスでも数百

円かかります。電気ならさらに多額になるはずで

す。昼間の1／3程度の料金設定がされている深夜

電力を使用して湯を作り、深夜以外に使用するこ

とによりガスと遜色のないコストで湯を作ること

ができるのです。

さらにエアコンと同じヒートポンプ方式で湯を

作れば更に安くなります。それがエコキュートと

呼ばれている湯沸器なのです。当初の機器コスト

がガス湯沸器の3～5倍しますが、ランニングコス

トが1／3程度で済みますので、前述したように住

宅内エネルギー消費の3割を使用する給湯設備と

してのエコキュートは効率的といってよいでしょ

う（エコキュートも深夜のみモードにすると省エ

ネモードの2倍電気代を必要とするようなので注

意が必要）。

しかし、これはあくまで料金が低い深夜電力を

使用しているからで、深夜電力の多くが原子力発

電で作られていたことを考えると、原子力発電が

なくなれば深夜電力の料金が変わる可能性も高

く、今後、オール電化住宅がどうなるかは、エネ

ルギー政策の如何によることになります。
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